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はじめに

このガイドでは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 13cを使用してOracle Private Cloud Appliance (PCA)を管理する方法について説明します。このドキュメントでは、Oracle PCAを管理および監視するEnterprise Managerエージェントおよびその関連アーティファクトのインストールと構成に必要な詳細手順を説明します。


対象読者

このドキュメントは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 13cを使用するPCAの管理に関心があるOracle Private Cloud Applianceユーザー、システム管理者およびデータ・センター管理者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。









変更点

この表では、Oracle(c) Enterprise Manager Cloud Control Oracle Private Cloud Applianceのモニタリングの最新版に関するドキュメント変更の概要を示しています。


	部品番号	変更サマリー
	F11804-01	Enterprise Manager Cloud Control 13cをサポートする最初のリリースです。
















1 Oracle PCAプラグインの概要


この章では、Oracle Private Cloud Appliance (PCA)プラグインとサポートされているハードウェアおよびソフトウェアの概要について説明しています。

次の内容について説明します。

	
Oracle Private Cloud Applianceについて


	
Oracle Virtualizationプラグインについて


	
Oracle Private Cloud Applianceの機能


	
サポートされているハードウェア


	
サポートされているソフトウェア






1.1 Oracle Private Cloud Applianceについて

Oracle Private Cloud Appliance (PCA)は、プライベート・クラウドの迅速なデプロイを目的として設計され、業界トップクラスの価格帯で提供される、統合型で"Wire-Once" (配線は初回のみ)のソフトウェア定義コンバージド・インフラストラクチャ・システムです。

サーバー、ネットワークおよびストレージの集約環境でホストされる幅広い混合ワークロードをサポートし、中規模から大規模のデータ・センターへのビジネス・クリティカルかつミッション・クリティカルな汎用アプリケーションのデプロイを可能にします。

Oracle Enterprise Manager 13cでは、プライベート・クラウド・アプライアンスが強力なクラウド・サービス配信プラットフォームに変換され、オンプレミスからOracle Cloudへの簡易なパスが提供されます。






1.2 Oracle Virtualizationプラグインについて

Enterprise Manager for Oracle Virtualization (VT)プラグインは、Enterprise ManagerによるOracle PCAラックの監視および管理をサポートするように拡張されています。Enterprise Manager Cloud Controlを通じて、Oracle PCAラックの様々なハードウェア・コンポーネント(コンピュート・ノード、インフィニバンド・スイッチなど)を監視できます。






1.3 Oracle Private Cloud Applianceの機能


	機能
	"ターンキー"コンバージド・インフラストラクチャ・ソリューションが、Oracle Private Cloud Applianceコントローラ・ソフトウェアによるハードウェアおよびソフトウェアのデプロイを自動化します。	[image: pca_hardware.jpgについては周囲のテキストで説明しています。]

	Oracle Enterprise Manager 13cを追加することで、IaaSからDBaaSまで、プライベート・クラウドのデプロイが容易になります。
	Oracle VMテンプレートがサポートされるため、アプリケーションを搭載し実行準備が完了したVMを、数日ではなく数分から数時間でデプロイできます。
	Oracle SDNソフトウェアにより、"Wire-Once"システムでソフトウェア定義インフラストラクチャを実現し、運用の複雑さを緩和します。
	インストールと構成に要する時間を数百時間も短縮できます。
	業界トップの価格帯で、製品化までの時間を短縮できます。
	Microsoft Windows、LinuxおよびOracle Solarisのワークロードを1つのシステムで実行してリスクを軽減できます。
	システムの総容量ではなく使用状況に基づいて、Oracleソフトウェア・ライセンスを効率的に活用できます。
	取得、デプロイ、運用の各コストが削減されます。
	画期的なコンバージド・インフラストラクチャ・ソリューションが単一ベンダーから提供されるため、購入が容易であり、製品が統合されて管理が簡素化されます。サポート窓口も1点に集約されます。










1.4 サポートされているハードウェア

Oracle VTプラグインを使用して、次のように様々なOracle PCAターゲットのパフォーマンスを監視できます。

	
ベース・ラックOracle PCAは、次のコンポーネントで構成されます。

	
2から25個のコンピュート・ノード。


	
2個の管理ノード。


	
2個のNM2-36 Sunインフィニバンド・スイッチ。


	
2個のES1-24イーサネット・スイッチ。


	
2個のFabric Interconnectスイッチ。


	
1個のOracle ZFS Storage Appliance ZS3-ES。





	
コンピュート・ノードベース・ラックは、最大25個のコンピュート・ノードをサポートできます。ベース・ラックは、次のOracleサーバーからのコンピュート・ノードの混在をサポートします。

	
X5-2。


	
X4-2。


	
X3-2。





	
仮想ネットワーク。Private Cloud Applianceハードウェア構成ごとに、データ・センターのイーサネット・ネットワークへのゲートウェイとして機能する次の複数の冗長コンポーネントが含まれます。

	
QDRインフィニバンド・スイッチ。


	
Oracle Fabric Interconnectシステム。





	
内蔵ストレージ。Oracle Private Cloud Applianceは、エンタープライズ・クラスの完全内蔵型Oracle ZFS Storage ZS3-ESを搭載しており、管理環境を一元的に格納するとともに、VM向けのデータ・ストレージを提供します。

Oracle Private Cloud Applianceでは、内蔵ストレージから、Oracle ZFS Storage Applianceまたは他のストレージ・ベンダー提供のサポート対象ストレージを搭載した外部のデータ・センター・ラックへ、ストレージ容量を拡大できます。









1.5 サポートされているソフトウェア

Private Cloud Applianceに付属する次のソフトウェアによって、スケーラビリティ、ソフトウェア定義仮想ネットワーク、GUIベース管理が可能になります。

	
Oracle VM。Oracle VMはアプリケーション駆動型のサーバー仮想化であり、高いスケーラビリティの提供と迅速なアプリケーションのデプロイを目的に設計および構築されています。Oracle VMは最大128個のvCPUと、Linux、Oracle Solaris、Microsoft Windowsなど各種ゲストのOSをサポートします。Oracle VMは、アプリケーションのデプロイを迅速化するように最適化もされています。


	
Oracle SDNソフトウェア: Oracle SDNはネットワークやストレージに対して動的にサーバーを接続します。どのサーバーにもある物理的なストレージやネットワーク・カードを各サーバーにインストールする必要がなくなり、オンザフライでデプロイできる仮想ネットワーク・インタフェース・カード(vNIC)と仮想ホスト・バス・アダプタ(vHBA)に置き換わります。これらの仮想リソースは、アプリケーションやオペレーティング・システムからは、対応する物理リソースと同じように認識されます。Oracle Virtual Networkingは、Wire-Onceソリューションとソフトウェア定義の単純なネットワーク構成を利用することで、複雑なデータ・センターへのデプロイを簡素化します。


	
Oracle Private Cloud Applianceのコントローラ・ソフトウェア: コントローラ・ソフトウェアを使用すると、ユーザーはシステム・ハードウェアの管理と監視、ソフトウェア・アップグレードの実行、仮想リソース(仮想サーバー、仮想ネットワークおよびストレージ)の作成と管理、すべてのシステム・リソースの利用率についてのリアルタイム監視が可能となります。コントローラ・ソフトウェアは2個の専用管理ノード上で稼働し、高可用性向けに構成されたこれらのノードは、障害発生時に自動フェイルオーバーを実行します。これにはGUIダッシュボードからアクセスできます。








1.6 前提条件

次の前提条件が満たされていることを確認してから続行してください。

	
Oracle Private Cloud Appliance (PCA)コントローラ・ソフトウェアがバージョン2.1.1以上であること。


	
管理ノード、コンピュート・ノード、インフィニバンド・スイッチおよびOracle ZFS Storage ApplianceのILOMバージョンが3.1以上であること。


	
フェイルオーバー機能を使用するには、手順に従って共有ストレージにエージェントをインストールする必要があります。詳細は、「Oracle PCAへの管理エージェントのインストール」を参照してください。















2 Oracle Private Cloud Applianceの検出


この章では、Enterprise Manager Cloud Control 13cからOracle Private Cloud Appliance (PCA)を検出する手順について説明します。

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle PCAへの管理エージェントのインストール


	
Enterprise ManagerでのOracle PCAの検出


	
Enterprise ManagerからのOracle PCAの削除






2.1 Oracle PCAへの管理エージェントのインストール

Enterprise ManagerでOracle PCAを検出するには、まずPCAを準備し、管理エージェントをインストールする必要があります。次の手順を実行して、Oracle PCAを適切に構成します。

	
PCA Rackの両方の管理ノードで、oracleユーザーのパスワードを既知のパスワードに変更します。


# passwd oracle


	
VIPとEnterprise ManagerパブリックIPが、両方の管理ノードの/etc/hostsファイルにあることを確認します。


YOUR.VIP vip-host1.example.com vca1-vip-vip
YOUR.EMIP  em-host1.example.com em01


	
アクティブ管理ノードで、共有NFSディレクトリにエージェント・ディレクトリを作成します。


# mkdir /nfs/shared_storage/oemagent
# chown oracle !$
# chgrp dba !$


	
次のコマンドを実行して、ファイアウォールでEnterprise Managerエージェント・ポートを開きます。ステップ5でエージェントをプッシュするときも、必ず同じポートを選択してください。


# iptables -A INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport <agent_port> -j ACCEPT
# service iptables save
# service iptables restart





	
注意:

デフォルトでは、Enterprise Managerのエージェント・ポート3872が、PCAソフトウェアによってあらかじめ設定されています。エージェントのプッシュに、このデフォルトEnterprise Managerエージェント・ポート3872を使用する場合、この手順は不要です。








	
OMSから管理エージェントをプッシュします。Enterprise Manager Cloud Controlで、次の操作を実行します。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順に選択します。


	
「ターゲットの手動追加」ページの「ホスト・ターゲットの追加」エリアで、「ホストにエージェントをインストール」をクリックします。ホストの追加ウィザードが開きます。


	
ホストとプラットフォームを追加します。このページで「追加」をクリックして、「手動」を選択します。「ホスト」フィールドにホスト名(完全修飾)を入力します。この名前は、エージェントをデプロイするPCAラックの完全修飾仮想IPホスト名である必要があります。「プラットフォーム」ドロップダウン・メニューから、「Linux x86-64」を選択します。図2-1に例を示します。


図2-1 ホスト・ターゲットの追加: ホストとプラットフォーム

[image: 図2-1については周囲のテキストで説明しています。]






	
注意:

ターゲット・ホストのプラットフォームは、自動検出から受け取ったヒントとOMSホストのプラットフォームを含む要因の組合せに基づいてデフォルトが決まります。ただし、デフォルトは提案であり、次のステップに進む前に必ずプラットフォーム詳細をチェックしてください。
プラットフォーム名に「エージェント・ソフトウェア使用不可」と追加されている場合は、Enterprise Managerの自己更新機能を使用して、そのプラットフォーム用のソフトウェアをダウンロードしてください。









「次」をクリックします。


	
「インストールの詳細」ページ(図2-2)で、次の情報を入力します。

インストールのベース・ディレクトリ: /nfs/shared_storage/oemagent

インスタンス・ディレクトリ: /nfs/shared_storage/oemagent/agent_inst (この値は、「インストールのベース・ディレクトリ」に基づいて自動的に決定されます)

名前付き資格証明: <agent_username>

資格証明を追加するのが初めての場合は、追加アイコン( [image: 名前付き資格証明の追加アイコン])が表示されます。エージェント・ユーザーの資格証明(oracleとそのパスワードなど)の入力を求めるダイアログ・ボックスで、このアイコンをクリックします。

上のステップ1でパスワードを設定したoracleの名前付き資格証明を作成します。

作成した資格証明と、すでにEnterprise Managerに追加されている他の資格証明を選択できるようになります。Enterprise Managerの既存インストールの場合、ユーザーはすでにOracle PCAの検出に必要な資格証明を選択できるようになっている可能性があります。

権限委任設定: デフォルトのままにします。デフォルトでは、このフィールドは/usr/bin/sudo -u %RUNAS% %COMMAND%となっています。

ポート: デフォルトでは、このフィールドは3872です。

インストール前スクリプト: このフィールドは空白のままにします。

インストール後スクリプト: このフィールドは空白のままにします。

追加パラメータ: このフィールドは空白のままにします。


図2-2 「ホスト・ターゲットの追加: インストールの詳細」

[image: 図2-2については周囲のテキストで説明しています。]



フィールドの設定がすべて済んだら、「次」をクリックします。


	
「確認」ページで、ホスト情報の詳細を確認します。「エージェントのデプロイ」をクリックします。





	
エラーが発生した場合は、リンク(両方の管理ノード)を作成します。


# /nfs/shared_storage/oemagent to /u01/oemagent 
# chown oracle /u01/oemagent
# chgrp dba /u01/oemagent


	
ステップ5を再実行し、インストール・ベース・ディレクトリを、修正された権限を持つリンクに設定します。

インストールのベース・ディレクトリ: /u01/oemagent





	
アクティブ・ノードで、権限エージェント・スクリプトを実行します。


# cd /u01/oemagent -or- cd /nfs/shared_storage/oemagent
#./agent_13.1.0.0.0/root.sh
# /u01/app/oraInventory/orainstRoot.sh


	
アクティブ管理ノードで、エージェント・ユーザー(oracleなど)に対して次のコマンドを実行し、emdプロパティAgentListenOnAllNICsをfalseに設定します。


<Agent_BASE_DIR>/agent_inst/bin/emctl setproperty agent -name "AgentListenOnAllNICs" -value "false"


	
次のエージェント・インストール・ファイルをパッシブ管理ノードにコピーします(この例では、ovcamn06r1がパッシブです)。


# scp /etc/init.d/gcstartup root@ovcamn06r1:/etc/init.d/
# rsync -og /etc/oragchomelist root@ovcamn06r1:/etc/oragchomelist
# rsync -rog /u01/app/oraInventory/ root@ovcamn06r1:/u01/app/oraInventory/


	
アクティブ管理ノードで、gc rc.dリンクをすべて削除します(起動時にエージェントを起動しない)。


# for x in `find /etc/rc.*/rc* | grep gcstart`; do rm $x; done


	
アクティブ管理ノードで、起動スクリプトからrootとして、またはエージェントのemctlコマンドからoracleとして、Enterprise Managerエージェントを再起動します。


#  /etc/init.d/gcstartup stop
#  /etc/init.d/gcstartup start


または


% /nfs/shared_storage/oemagent/agent_inst/bin/emctl stop agent
% /nfs/shared_storage/oemagent/agent_inst/bin/emctl stop agent









2.2 Enterprise ManagerでのOracle PCAの検出

次に示す手順は、Enterprise Manager Cloud ControlでOracle Private Cloud Appliance (PCA)ターゲットを検出するための前提条件および指示です。

	
「設定」メニューから「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順に選択します(図2-3)。


図2-3 「ターゲットの手動追加」メニュー

[image: 周囲のテキストは図2-3に関する説明です。]



	
「ターゲットの手動追加」ページ(図2-4)で、「ガイド付きプロセスを使用したターゲットの追加」をクリックします。


図2-4 ターゲットの手動追加

[image: 図2-4については周囲のテキストで説明しています。]



	
「ガイド付きプロセスを使用した追加」ウィンドウで、「プライベート・クラウド・アプライアンス」を選択します。「追加」をクリックして(図2-5)、検出ウィザードを開始します。


図2-5 「プライベート・クラウド・アプライアンス」を選択

[image: 図2-5については周囲のテキストで説明しています。]



	
「検出入力」ページ(図2-6)で、「モニタリング・エージェント」にホストの場所を入力する必要があります。


図2-6 プライベート・クラウド・アプライアンスの検出ウィザード: 検出入力

[image: 図2-6については周囲のテキストで説明しています。]



「検索」アイコンをクリックすると、「検出エージェントの選択」ウィンドウがポップアップ表示されます。


図2-7 検出エージェントの選択

[image: 周囲のテキストは図2-7に関する説明です。]



使用可能リストからURLを選択します。URLを選択すると、「検出入力」ページの「管理エージェント」に必要な情報が自動的に入力されます。

「次」をクリックします。


	
「検出の前提条件」ページ(図2-8)で、一連のチェックが自動的に実行されます。エラーが返される場合は、解決してから続行してください。


図2-8 プライベート・クラウド・アプライアンスの検出ウィザード: 検出の前提条件

[image: 周囲のテキストは図2-8に関する説明です。]






	
注意:

前提条件チェックを再度実行するには、「リロード」をクリックします。







「次」をクリックします。

確認のポップアップ・ウィンドウ(図2-9)が表示され、検出されたターゲットの数が示されます。


図2-9 「確認」ウィンドウ

[image: 周囲のテキストは図2-9に関する説明です。]



「閉じる」をクリックして続行します。


	
「検出されたターゲット」ページ(図2-10)で、検出されたPCAラックに含めるターゲットを選択します。デフォルトでは、使用可能なターゲットがすべて選択されています。


図2-10 プライベート・クラウド・アプライアンスの検出ウィザード: 検出されたターゲット

[image: 周囲のテキストは図2-10に関する説明です。]



「次」をクリックします。


	
「モニタリング資格証明」ページで、Oracle PCAラックのコンポーネントごとに資格証明を設定する必要があります。資格証明が設定されていないコンポーネントは、ステータス・フラグが赤くなっています。

コンポーネント・タイプごとに、「編集」アイコンをクリックします。「モニタリング資格証明」ポップアップ(図2-11)で、Oracle PCAラックの各コンポーネントのユーザー名とパスワードを入力します。


図2-11 コンポーネントの「モニタリング資格証明」

[image: 周囲のテキストは図2-11に関する説明です。]






	
注意:

インフィニバンド・スイッチの場合は、「コミュニティ文字列」必須フィールド入力に「public」と入力します。







資格証明の編集ダイアログですべてに同じ資格証明を使用を選択すると、同じタイプのすべてのターゲットに同じ資格証明を使用できます。図2-12は、「モニタリング資格証明」ページですべての資格証明が設定されている例です。


図2-12 プライベート・クラウド・アプライアンスの検出ウィザード: モニタリング資格証明

[image: 周囲のテキストは図2-12に関する説明です。]



「次」をクリックします。


	
「システム・レビュー」ページで「ターゲットの昇格」をクリックし、Oracle PCAラックのすべてのコンポーネントを昇格させます。いずれかのコンポーネントで昇格プロセスが失敗した場合は、「戻る」をクリックしてそのコンポーネントの入力を更新します。ポップアップ・ウィンドウが開き、進行状況が示されます。完了したら(図2-13)、「閉じる」をクリックします。


図2-13 ターゲット昇格の確認

[image: 図2-13については前後の文で説明しています。]



図2-14は、すべてのコンポーネントで昇格が完了したところの例です。


図2-14 プライベート・クラウド・アプライアンスの検出ウィザード: システム・レビュー

[image: 図2-14については周囲のテキストで説明しています。]



「閉じる」をクリックします。








2.3 Oracle PCAアップグレード後のEnterprise Managerエージェントのリカバリ

Oracle PCAのアップグレード後にEnterprise Managerエージェントをリカバリするには、次の手順を実行します。

	
oraInventoryエージェントを、NFS共有の場所にバックアップします。


# cd /u01/app
# tar -cvf EMagent_oraInventory.tar oraInventory
# cp EMagent_oraInventory.tar /nfs/shared_storage


	
Oracle PCAラックの更新後に、NFS共有場所からoraInventoryエージェントをコピーし、前のoraInventoryの場所でそのtarファイルを展開します。


# cp /nfs/shared_storage/EMagent_oraInventory.tar /u01/app
# tar -xvf EMagent_oraInventory.tar


	
両方の管理ノードで、「Oracle PCAへの管理エージェントのインストール」で作成したのと同じパスワードを、oracleにも使用します。


# passwd oracle


	
アクティブ管理ノードで、権限エージェント・スクリプトを実行します。


# cd /u01/oemagent


または


# cd /nfs/shared_storage/oemagent

#./agent_13.1.0.0.0/root.sh
# /u01/app/oraInventory/orainstRoot.sh


	
アクティブ管理ノードで、gc rc.dリンクをすべて削除します(つまり、起動時にエージェントを起動しない)。


#  for x in `find /etc/rc.*/rc* | grep gcstart`; do  rm $x; done


	
次のエージェント・インストール・ファイルをパッシブ管理ノードにコピーします(この例では、ovcamn06r1がパッシブです)。


# scp /etc/init.d/gcstartup root@ovcamn06r1:/etc/init.d/
# rsync -og /etc/oragchomelist root@ovcamn06r1:/etc/oragchomelist
# rsync -rog /u01/app/oraInventory/ root@ovcamn06r1:/u01/app/oraInventory


	
エージェントのプッシュ中に選択した番号(「Oracle PCAへの管理エージェントのインストール」を参照。デフォルトは3872)のEnterprise Managerエージェント・ポートを、両方(アクティブとパッシブ)の管理ノードのファイアウォール設定に追加します。


# iptables -A INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport <agent_port> -j ACCEPT
# service iptables save
# service iptables start





	
注意:

デフォルトでは、Enterprise Managerのエージェント・ポート3872が、PCAソフトウェアによってあらかじめ設定されています。エージェントのプッシュに、このデフォルトEnterprise Managerエージェント・ポート3872を使用する場合、この手順は不要です。








	
アクティブ管理ノードで、起動スクリプトからrootとして、またはエージェントのemctlコマンドからoracleとして、Enterprise Managerエージェントを再起動します。


# /etc/init.d/gcstartup stop
# /etc/init.d/gcstartup start


または


% /nfs/shared_storage/oemagent/agent_inst/bin/emctl stop agent
% /nfs/shared_storage/oemagent/agent_inst/bin/emctl stop agent









2.4 Enterprise ManagerからのOracle PCAの削除

Enterprise ManagerモニタリングからOracle Private Cloud Appliance (PCA)ターゲットを削除するには、次の手順を実行します。




	
注意:

Enterprise ManagerモニタリングからOracle PCAターゲットを削除すると、モニタリングからすべてのPCAコンポーネントも同様に削除されます(たとえば、コンピュート・ノード、管理ノード、インフィニバンド・スイッチ、イーサネットおよびFabric Interconnectスイッチ、ストレージ・サーバーなど)。







	
「ターゲット」メニューから、「プライベート・クラウド・アプライアンス」項目を選択します(図2-15)。


図2-15 「ターゲット」メニュー

[image: 図2-15については周囲のテキストで説明しています。]



次に、「ターゲット」ページで「プライベート・クラウド・アプライアンス」項目を選択し、「削除」をクリックします。


	
あるいは、PCAターゲット・ホームページからターゲットを削除することもできます。「プライベート・クラウド・アプライアンス」メニューをクリックし、「ターゲット設定」、「ターゲットの削除」の順に選択します(図2-16)。


図2-16 ターゲットの削除

[image: 図2-16については周囲のテキストで説明しています。]



	
確認ポップアップ・ウィンドウが表示されます(図2-17)。


図2-17 PCAターゲット削除の確認

[image: 図2-17については周囲のテキストで説明しています。]



「はい」をクリックして続行します。


	
PCAターゲットが削除されると、「すべてのターゲット」ページがリロードされます。PCAターゲットとそのコンポーネントすべてが削除されたという確認メッセージが表示されます(図2-18)。


図2-18 Oracle PCAターゲットを削除 - 「すべてのターゲット」ページ

[image: 図2-18については周囲のテキストで説明しています。]
















3 Oracle Private Cloud Applianceのトラブルシューティング


この章では、Oracle Private Cloud Appliance (PCA)で怒る可能性がある一般的な問題について説明します。

トラブルシューティング上の次のトピックについて説明します。

	
Oracle ZFS Storage Applianceのエラー・メッセージ


	
ターゲットが保留中のままになる






3.1 Oracle ZFS Storage Applianceのエラー・メッセージ

問題: エージェント・ログ・ファイルで、Oracle ZFS Storage Applianceに関する警告メッセージが表示される場合があります。

解決策: これは既知の問題です。警告メッセージは無視して問題ありません。通常、メッセージは次のように表示されます。


2015-05-15 13:06:04,896 [87:75FBA055] WARN - Can not evaluate push properties for
target oracle_si_zfssa_diskshelf_server_akcli.zfs1.example.com/akcli/ 
1/dis kshelf/chassis-001_akcli for metric ComponentFaults - skipping this metric
oracle.sysman.emSDK.agent.fetchlet.exception.FetchletException: 
Can't resolve a non-optional query descriptor property [MatchAgentAddr] (StorageServerIpAddress) at
 oracle.sysman.gcagent.metadata.impl.PropertiesEvaluatorImpl$QueryPropsComputer
.compute(PropertiesEvaluatorImpl.java:1013) at
 oracle.sysman.gcagent.metadata.impl.PropertiesEvaluatorImpl$QueryPropsComputer
 .<init>(PropertiesEvaluatorImpl.java:859) at
 oracle.sysman.gcagent.metadata.impl.PropertiesEvaluatorImpl.init(PropertiesEva
 luatorImpl.java:346) at
 oracle.sysman.gcagent.metadata.impl.PropertiesEvaluatorImpl.<init>(PropertiesE
 valuatorImpl.java:210) at
 oracle.sysman.gcagent.metadata.impl.TargetInstanceImpl.getPropertiesEvaluator
(TargetInstanceImpl.java:1255) at
 oracle.sysman.gcagent.target.interaction.execution.ReceiveletManager.addMetric
 (ReceiveletManager.java:344) at
 oracle.sysman.gcagent.target.interaction.execution.ReceiveletInteractionMgr.
addMetric(ReceiveletInteractionMgr.java:1446)






3.2 ターゲットが保留中のままになる

問題: PCAラックの検出後、SIターゲットが「保留中」状態のままになる場合があります。

解決策: OMSで、スタックしている可用性ジョブを停止する必要があります。


$ sqlplus sysman/sysman
SQL> SELECT job_subname, elapsed_time, cpu_used FROM dba_scheduler_running_jobs WHERE job_name = 'EM_REPOS_SEV_EVAL';
SQL> BEGIN dbms_scheduler.stop_job('EM_REPOS_SEV_EVAL'); COMMIT; END;
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